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I.緒 言

1904年Magnus1)ハ 摘 出臟器檢査法 ヲ創意 シテ生理 竝 ニ藥理學 的研究 上 ニ一新 紀元 ヲ劃 シ

タル ガ,同 氏 ノ方法 ニ據 リ, Kehrer21)ハ1907年 二 三哺乳動物及 ビ人類子宮 ニ關 スル研究業績

ヲ發 表 シテ學 界ノ注 目テ惹 ケ リ.爾 來 多撒 ノ學 者相踵 ギテ該 方面 ノ研究 ニ從事 シタル テ以 テ,

雌 性 内生殖器,就 中子宮 ノ生理及 ビ藥理學 的研究 ハ微 ニ入 リ細 テ穿 チ,今 ヤ殆 ド餘蘊 ナキ カノ

觀 ヲ呈 ス.然 レドモ飜 テ文獻 テ精査 スル ニ夫等業績 ノ大 部分 ハ哺 乳動物 ノ夫 レニ開 スル モノニ

テ シ,婦 人生殖器 ニ關 スル研究 ニ至 リテハ頗 ル蓼 々タ リ,且 甚 グ シク精細 テ映 グノ憾 ア リ.人

類子宮 ニ就 テハ唯僅 カニ前述Kehrerガ 體 部前壁 條片 ノ自働運動 テ管爲 セシメ,且 「ア ドレナ リ

ン」及 ビ「ゼカ コル ニ ン」ニ對 シテ收縮的 ニ反慮 スル ヲ證 明 シタルニ始 マ リ,亞 イデRubsamen

 u. Kligermann3), Lieb4)及 ビFlury5)等 ガ 「ア ドレナ リン」及 ビニ三子宮緊縮藥 ノ作用 テ強 シ

タル モノ竝 ニ 錦 見6)ガ 「インシユ リン」 ト「ア ドレナ リン」 トノ併用試驗 ヲ試 ミタル モノ アル ニ

過 ギズ.

抑 々藥物 ノ作 用ハ臟 器 ノ異 ルニ從 ツテ著 シキ差異 ヲ示 スハ勿論,同 名臟 器ニ於 テモ動物 ノ種

類 若 シクハ生理 的状態 ノ異同 ニ ヨリ藥 物ニ對 スル反慮 ヲ異 ニスル コ トアルハ周知 ノ事實 ナ リ.

今 之 テ摘 出子宮 ニ對 スル一二藥物 ノ例 ニ觀 ル ニ:

「ア ドレナリン」ハ人類子宮ニ對 シ,二 三先人 ノ報告ニ從ヘバ,專 ラ收縮的ニ作用スト云フニ反 シ,白 鼠

子宮 ニ對 シテハ常ニ抑制作用ヲ現ハス.又 犬,猫 及 ビ「モルモツト」ノ正常子宮ニ對シテハ主 トシテ抑制作
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用 ヲ示セ ドモ,夫 等ノ妊娠セルモノニ於テハ却テ催進作用又ハ抑制後 催進作用ヲ呈ス ト稱セラル.然 ルニ

家兎子宮ニ對シテハ主 トシテ催進作用ヲ呈スレドモ,妊 娠初期子宮 又ハ幼若子宮ニ對 シテハ抑制的 ニ作用

シ,加 之成熟非妊子宮ニ對 シテモ亦屡々抑制的ニ作用スルコトアリト報告セラル.

「ボンべロン」及ビ「ヒニーン」ハ白鼠子宮ニ對シテハ專ラ抑制作用ヲ呈スレドモ,犬,猫 及ビ家兎 ノ夫 レ

ニ對シテハ主 トシテ催進作用ヲ示 シ,時 トシテハ抑制作用ヲ現ハスコトアリト稱セラル.

即 チ之等 子宮 ハ等 シク滑平筋臟器 ニ屬ス ト雖 モ,各 々解 剖學的構造 テ異 ニ シ,且 生理 的 ニ其

ノ状 態 ノ變化 テ現 ハス.從 ツテ夫 レヲ主宰 セル植物 性神經纎維 ノ種類 若 シク ハ其 ノ興奮性 ノ差

異 テ生 ズル ニ因 リ,同 一藥物 ニ對 シテモ斯 カル反慮 ノ差 異 ヲ呈 スルモ ノナルベ シ.蓋 シ斯 クノ

如 ク性 状 テ異 ニセル種 々ノ動物子宮 ニ就 テ藥物 ノ作用竝 ニ作用本態 テ攻究 シ,之 ヲ闡明 ニスル

コ トハ 一面 ニハ當 該藥 物 ノ實地慮 用 ニ對 シ理論的根據 ヲ與 へ,他 面 ニハ生理 及 ビ藥理學 的究

理 上極 メテ意義 アルヤ言 ヲ要 セズ.然 レドモ犬,猫,白 鼠及 ビ 「モル モツ ト」 ノ如 キ双角子宮

(Uterus bicornis)又 ハ家 兎ノ如 キ二分子宮(Uterua bipartitus)等 哺 乳動物子宮 ニ於 クル諸種

藥 物 ノ作用 ヨ リ,之 テ移 シテ以テ直 チニ人類 ノ單子宮(Uterus simplex)ニ 對 スル作用 ヲ推論

スル能 ハザルハ前述 セル例 ニ見 ルモ明 カニ シテ贅 言ヲ要 セザル所 ナ リ.

且 又婦人 内生殖器 ヲ司配 スル神系經統 ニ關 スル研 究 ハ古來甚 ダ多 シ ト雖 モ,未 ダ定説 ヲ缺 グ

モ ノア リ.就 中神經末端 ニ關 シテハ諸家 ノ見解著 シク異 リ,子 宮筋層及 ビ粘膜 ニ ア リテハ神經

節細 胞 ヲ證 明 シ得ザル ヲ以テ,全 然之 レヲ缺如 セル モノナラ ン ト主張 セル學 者 ア リ.之 ニ反 シ

神經 細胞 ノ存在 テ明 カニ認 メ得 タ リ トスル モノア リ.斯 クノ如 ク雌 性内生殖 器特 ニ人類 ノ夫 ニ

於 ケル精 細 ナル神經 司配竝 ニ藥物 ノ作用方 法及 ビ本態 ニ關 シテハ未 ダ闡明 ヲ映 ギ多 々研 究 ノ餘

地 テ存 ス.

茲 ニ於 テ余 ハ婦人内生殖器就 中子宮,圓 靱帯及 ビ輪卵管 ニ關 スル生理及 ビ藥 理學的研 究 ヲ企

テ,一 方 ニ於 デ ハ神 經司配 ノ關係 ヲ探究 シ,併 セテ滑平筋 ノ性状 テ精査 シ,他 方 ニハ神 經毒,

筋 毒其 他二三藥 物 ノ夫等臟器 ニ對 スル固有 ノ作用 ヲ檢素 シ,妙 カラザル新 事實 ヲ立 證 シ得タル

ヲ以 テ,茲 ニ第1報 トシテ子宮 ノ自働 運動竝 ニ紳經 司配 ニ關 スル成績 ヲ報 告 シ,途 次神經筋 毒

及 ビ筋毒 ノ人類子宮 ニ對 スル作旧,妊 及 ビ非妊子宮 ノ藥 物學的反應 ノ差異,圓 靱帯竝 ニ輪卵 管

ニ於 ケル研究成績 ニ就 テ發表 スル所 アラン トス.

尚 ホ古來子宮緊縮藥 トシテ用 ヒラルル「ヒニー ン」ノ子宮作用 ニ就 テハ疑義 アル ヲ以 テ稿 テ更

メテ報 告 セ ン ト欲 ス.

子 宮 ノ構 造 及 ビ神 經 司配 ニ就 テ

余 ノ實驗 成績及 ビ推論 デ理解 シ易 カ ラシメンガ爲 メ,豫 メ茲 ニ人類子宮 ノ構 造及 ビ其 ノ神經

司配 ニ關 スル從來 ノ學 説 テ簡單 ニ概 括記 載 ス レバ次 ノ如 シ.

a)子 宮 ノ構 造;比 較解剖學ノ教フル所 ニヨレバ,人 及ビ猿ヲ除キ,一 般 ニ哺乳動物ニアリテハ子宮

ノ筋層ハ大體2層 ニ分 タレ,粘 膜下ニ環欣筋層アリ,多 数 ノ血管及ビ結締織ヲ含 メル中間層ヲ隔テテ其ノ
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外 側 ニ縱 走筋 層 ヲ有 ス,而 シテ 中間 血 管盾 内 ヲ走 レル血 管 ニ 沿 ヒテ僅 カナ ル 滑 平 筋 束 ア リテ 環 状 及 ビ 縱 走

筋 層 ニ跨 ル,該 筋 束 ハ 猫 子 宮 ニ於 テ 最 モ 顯 著 ニ認 メ ラル. Sohothの ニ從 へ バ家 兎 及 ビ「モル モ ツ ト」等 ノ幼

若 子 宮 ニ於 テ ハ 縱走 筋 ニ比 シ 環 状 筋 ノ發 育 著 明 ニ シテ,就 中 家 兎 初 生 児 ノ子 宮 ニ於 テ ハ 縱 走 筋 ハ 單 ニ痕 跡

状 ニ存 ス ル,ミ ナ ル モ,長 ズ ル ニ從 ヒ妊 娠,分 娩 ヲ經 タル モ ノニ ア リテ ハ著 シキ 發 育 ヲ遂 ダ 終 ニ環 状 筋 ヲ

凌 駕 ス ル ニ至 ル ト云 フ.

人 類 子 宮 ハ子 宮 内膜,子 宮 筋織 膜 及 ビ子 宮外 圍 膜(漿 膜)ノ3層 ヨ リ成 リ,内 膜 ハ 粘 膜 下 組 織 ヲ有 セ ザ ル

ガ 故 ニ 外 側 ニ位 ス ル筋 層 ト固 ク應 着 セ リ.子 宮 筋 織 膜 ハ 子 宮壁 ノ大 部 分 ヲ ナ ス層 ニ シテ,其 ノ纎 維 ノ方 向

ハ 哺 乳 動 物子 宮 ニ於 ケル モ ノ ト甚 ダ シ ク異 リテ,著 シ ク紛糾 錯 綜 シ,唯 子 宮 頸部 ニ 於 テ ノ ミ稱 々 判 然 タル

3層 ヲ ナ シ,内 外 兩 層 ニア ル モ ノハ 主 トシテ 縦 走 シ,中 層 ニ在 ル モ ノハ 主 ト シテ 環 状 ニ走 レ リ.子 宮 體 部

ニ 於 テ モ亦 大體3層 ヲ區別 シ得 レ ドモ,此 區 別 ハ子 宮 頸 部 ニ於 ケ ル ガ如 ク 筋 纎 維 ノ方 向 ニ依 リテ 別 タル ル

ニ非 ズ シテ,血 管 ヲ有 ス ル コ ト ノ多 寡 ニ ヨ リテ 區 別 セ ラ レ,中 層 ハ 内外 兩 層 ニ比 シテ 著 シク 血 管 ニ 富 メ リ.

又 子 宮 筋 纎 維 ノ環 状 ニ走 行.セ ル モ ノハ 子 宮 ノ内外 兩 口 ノ部 ニ於 テ ハ 特 ニ良 ク 發 育 シテ厚 キ層 ヲナ シ,又 上

方 輪 卵 管 ノ附 着 部 ニ於 テハ 輪 卵 管 ヲ受 ク ル爲 ニ種 々 ノ方 向 ニ避 ケ,輪 卵 管 筋 ヲ シ テ特 有 ノ層 ヲ形 成 セ シム.

子 宮 漿 膜 ハ骨 盤 腹 膜 ノ移 行 セ ル モ ノ ニ シテ 子 宮 體 ノ全 部 及 ビ 子 宮 頸 ノ後 側 ヲ被 ヒ,其 ノ下 ニ鬆 粗 結 締 織 ヲ

有 セザ ル ガ故 ニ直 チ ニ其 ノ 内側 ニ位 スル 子 宮 筋 織 膜 ニ固 着 シテ 移 動 セ ザ レ ドモ,膣 ノ附 近 ニ至 レバ 其 ノ間

ニ子 宮傍 側 結締 織(Parametrium)ヲ 有 ス.

b)神 經 司 配:雌 性 内生 殖器 ヲ司 配 セ ル神 經 系 統 ニ關 スル研 究 ハ古 來 多 數 ノ學 者(BoBrig u. Kebrer8),

 Cbbnstein9), Gawronsky10), Langley u. Anderson11), Hashimoto12) Jung13), Cnshny14), Kehrer15), Franken

hauser16), Dahl17), Ogaeta18), Holste19)等)ニ ヨ リテ行 ハ レ タル ガ,就 中 最 モ 權 威 アルFrankenhauserノ 家 兎

ニ於 ケル 研 究 業績 竝 ニDahlノ 人 類 ニ於 ケ ル モ ノヲ主 トシテ 子 宮 ノ神經 司 配 ヲ窺 ハ ン ニ,子 宮 ヲ主 宰 セ ル植

物 性神 經 系 ノ纎 維 ハ 專 ラFrankenhauserノ 神 經 叢 ヨ リ起 ル.該 神 經 叢 ハ 交 感脚 經 ニ屬 ス ル下 腹 神 經 叢 ト副

交 感神 經 ニ屬 ス ル骨 盤 神經 叢 トノ相 合 セ ル モ ノニ シテ 植 物 神 經 系 ニ於 ケ ル所 謂 介 在神 經 節 ナ リ.之 レ ヨ リ

發 スル節 後神 經 纎維 ガ 子 宮,腕 及 ビ膀胱 等 ニ分 布 シ,子 宮 ニ於 テ ハ交 感 神 經 タル 下 腹 神 經 ハ 其 ノ收 縮 ヲ催

進 シ,且 血 管 ヲ縮 小 セ シ メ,副 交 感神 經 タ ル骨 盤 神 經 ハ 子 宮 ノ收 縮 ヲ抑 制 シ且 血 管 ヲ擴 張 セ シム ト稱 セ ラ

ノレ.

其ノ他脳脊髄神經(知 覺神經)ハ 其ノ交通枝ニヨリテ上述植物性神經系中ニ混入 シ,子 宮組織内ニ髓鞘ヲ

有スル神經纎維 ノ存在スルコトハ 多クノ學者ノ認ムル所 ニシテ,大 腦機能 モ亦生殖器機能ニ一定 ノ影響ヲ

及ボシ得ルモノナ リト思考セラル.

子宮筋層内ニハ多クノ神經纎維ヲ有ジ特 ニ血管 ノ走行ニ沿ヒテ多数ナリ.而 シテ 其ノ末端ガ筋細胞 ト如

何ナル關係ニ立テルヤハ 今日両ホ組織學上論箏アル所 ニシテ,諸 家ノ所説一定セズ.殊 ニ子宮内神經節細

胞 ノ存否ニ就キテハ 之ヲ組織學的ニ檢出シ得タリトスルモノト,之 レヲ全然否認 スルモノトノ二派アリテ

兩々相降ラズ.

Labhardt20)ハ 子宮内神經節細胞 ノ存在ヲ否定シ,生 理的子宮收縮ハFrankenhauser氏 神經叢ニ於ケル

神經節細胞ノ刺戟若 シクハ動物體諸所ニ於ケル刺戟 ノ反射作用 或ハ筋自己 ノ刺戟 ニ因ルモノナルべシト謂

ヒ, Franz21)ハ 摘出子宮ニ於テ電氣刺戟 ヲ行ヒ,筋 刺戟ノ傳導ハ神經 ノ媒介 ヲ要セズシテ細胞ヨリ細胞 ニ
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傳ハルモノナルべシト爲シ, Kurdinowsky幼 ハ摘出子宮ニ機械的若シクハ温熱的刺戟 ヲ與フレバ收縮ヲ惹

起 シ,其 ノ原因ハ筋自己ニ在 リトセ リ.然 ルニHoogkamer29)ノ 人 類及ビ家兎ノ子宮ニ於ケル研究ニ據 レバ

子宮組織内ニ3種 ノ神經節細胞 ヲ認 メタリト謂 ヒ,別 出子宮ノ自働運動ハ 組織内神經節細胞ニヨリテ營 マ

ルルモノナ リト主張セリ.

要 之,人 類子宮筋層 ニ於 クル神經節 細胞 ノ存否 ニ就テハ種 々ノ説 ア リテ一定 セズ ト雖 モ,之

ニ交 感及 ビ副交感兩神經 纎維 ノ分布 アル ハ 一般 ニ承認 セラ レタル事實 ナ リ.而 シテKehrer2),

 Rubsamen u. Klibermann3)及 ビLieb4)等 ハ 「ア ドレナ リン」ヲ以 テ セル實驗 ニ於 テ何 レモ子

宮運動 催進作 用 ノ ミヲ觀,未 ダ人類子宮 ニ於 テ交感神經 刺戟 ニ因ル抑制 ヲ認 メタル學 者ナ シ.

哺 乳動物 子宮 ニ分布 セル交感神經 ガ催進 反 ビ抑制兩纎 維 ヲ有 ス ト一般 ニ信 ぜ ラルル ニ係 ハ ラズ

人類子宮 ニ於 テハ交 感神 經 ガ果 シテ收縮 作用 ノ ミヲ司 リ,抑 制作用 ニハ全然交渉 ヲ有 セザル モ

ノナ リヤ,又 副交感神經 ハ果 シテ人類 子宮 ニ於 テ收縮 ヲ抑 制 スル作用 ノ ミヲ有 スル モノナ リヤ,

尚 ホ研究 ヲ要 スベ キ點 ア リ ト謂 ハザルベ カラズ.

II.實 驗材料及ビ方法

實驗材料:實 驗ニ供セシ人類子宮ハ岡山醫科大學附屬醫院産婦人科ニ於ケル手術 ノ際ニ別出セラレタ

ルモノノ一部 ニシテ,昭 和4年5月 ヨリ同5年8月 ニ亙ル期間ニ於テ實驗ニ使用セシ総數62箇 ナ リ.之 ヲ

疾患,年 齢及ビ經産囘數ニヨリテ類別ス レバ次表ノ如 シ.

實 驗 方 法:別 出 子 宮 ヨ リ實 驗 ニ供 セ ン トス ル部 分 ヲ

速 カ ニ切 リ採 リ, Ringer-Locke液 中 ニ收 容 シ可 及 的速 カ

ニ實 驗 ヲ行 ヒ タ レ ドモ,一 部分 ハ翌 日,稀 ニ ハ 翌 々 日實

驗 ニ使 用 ス ル ノ止 ム ナ キ場 合ア リタル ガ,斯 カル 材料 ハ

大 量 ノRinger-Looke液 ニ入 レ,氷 室 内 ニ貯 臟 セ リ.

標 本 ハ所 要 ノ筋 層 ニ於 テ 任 意 ノ方 向 ニ,幅 及 ビ厚 サ 各

約1/4cm,長 サ 約1.5-3cmノ 條 片 ト シ,特 別 ナ ル 目的

ノ實 驗 ニハ 必 要 ニ應 シテ底 部 ヨ リ頸 部 ニ至 ル長 サ 約7-

8cmノ 連 續 條 片 卜爲 シ,又 ハ 體 部 全 筋 層 ヲ有 ス ル幹 部 ヨ

リ外 筋 層 縱 條 片 ト中 筋 層 横 條 片 ヲ岐 出 セ ル連 續 分 岐 條 片

ヲ 作 リ, Magnus氏 摘 出 臟 器 檢 査 法 ニ ヨ リテ 實 驗 セ リ.

此 際 連綬 條 片 ニア リテ ハ 固 定 「ク レ ンメ」2箇 ヲ用 ヒテ 體

部 卜頸 部 ト ノ境 界 ニ近 キ2箇 所 ニ於 テ 條 片 ノ可 及 的 邊 縁

第1表　 子 宮 ノ類 別

ヲ 固定 シ,分 岐 條 片 ニア リテ ハ 標 本 ノ幹 部 ヲ1箇 ノ固定 「ク レ ンメ」ニ ヨ リテ 固 定 シ,夫 等 條 片 兩 部 ノ運 動

曲線 ヲ2箇 ノ「へ ー べル 」ニ ヨ リテ 同 一 煤 紙 上 ニ同 時 ニ描 晝 セ シ メ タ リ.

營 養 液 ト テ ハRinger-Locke液 ヲ 用 ヒ,組 織 浴 槽 ハ圓 筒 形 ニ シテ 深 サ11cm,内 容100cmナ ル モ ノ ヲ用

ヒ,嘴 管 ニ ヨ リテ 液 中 ニ絶 へズ 空 氣 ヲ通 ゼ シ メ タ リ.
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營養液ノ温度ハ凡テ可檢動物正常體温ニ近似セシムルヲ適當 トスべク,本 實驗ニ於テハ常ニ約37℃ ヲ保

タシメタリ. Kehrer4)ハ 猫子宮ニ於ケル實驗ニ於テ温度 ノ變化ハ自働運動 ノ速度,整 調度 及ビ強度ニ影響

スルコト著 シキヲ認 メ, 35゜-42℃ ヲ最モ適當ナリト云へリ.人 類子宮ノ賓驗ニ於テLieb4)ハ38゜-40℃,

錦見6)ハ39℃ トナセ リ.余 ハ子宮其ノ他圓靱帯及ビ輸卵管等ニ就テ32゜-48℃ ノ種々ノ温度 ニ於テ夫等臟

器 ノ自働運動 ノ状態 ヲ觀察シタルニ,子 宮及ビ圓靱帶ハ36゜-38℃ ニ於テ最モ規則正シク且旺盛ナル運動ヲ

螢メ ドモ, 35℃ 以下ニ於テハ運動漸次減弱シ,又40℃ 以上ニ於テハ運動甚ダ減弱且不整 トナルカ或ハ停止

シ,輪 卵管ハ38℃ 以上ニテ既ニ運動著シク減弱スルヲ觀タリ.印 チ多數 ノ例ニ於テ組織浴槽ノ温度ハ正常

體温 ト略ボ同様37℃ ニ保 ツノ最モ適當ナルヲ確認セリ.

本實驗ニ供 シタル藥物ハ,鹽 酸 「アドレナ リン」(Parke Davis Co.),鹽 酸 「ピロカルビン」(日本藥局方)

鹽酸「アセチールヒヨリソ」(武田),「サ リチール」酸 「フイゾスチグミン」(Merck)及 ビ硫酸 「ア トロピン」

(日本藥局方)ノ5種 類ナ リ.

III.實 驗

A.子 宮 ノ部 位,筋 層及 ビ條 片 ノ方 向 ト自働 運 動 トノ關 係

本實驗ニ供 シタル材料ハ,卵 巣嚢腫 ト子宮 トノ癒着アリシガ爲兩者ヲ共ニ別出セシ子宮3箇(40歳 ノ4同

經産, 45歳 ノ2同 經産及ビ42歳 ノ3囘 經産子宮)ヨ リ採 リシモノニシテ.其 ノ筋層ハ癌腫若シクハ筋腫子

宮等 ノ夫ニ比 シ,病 理的變化極メテ少ナク,最 モ正常ニ近キ状態ニア リシモノナリ.

單 獨條片:子 宮體部 ノ前壁,後 壁及ビ子宮頸部ノ各筋層 ヨリ縦走,横 走 及ビ斜走條片ヲ,又 全筋層ヲ

内外 ニ貫ク條片ヲ採 リ,夫 等ノ自働運動ノ性状 ヲ比較觀察シタル多數 ノ實驗ヨリ得タル成績 ヲ總活的ニ述

ブレバ衣ノ如 シ.

總テ標本ハ子宮別出後5時 間以内ニ, Magnns装 置 ニ致 シタルモノハ1時 間内外ニテ自働運動ヲ發現シ,

 1.5-2時 間 ニテ整然 タル運動 ヲ營爲 シ,別 出後15-24時 間 ヲ經過 シタルモノハ2-2.5時 間 ニシテ始メテ

運動ヲ開始スルヲ普通 トセリ.

子宮體部 ノ内外筋層縦條片 及ビ 中筋層横條片ハ何レモ旺盛ナル自働運動ヲ現ハシ,伸 縮運動ハ1時 間

15-42囘 ニシテ其ノ内20-30囘 ナルモノ最モ多ク,規 則正 シク周期的ナルヲ普通トセリ.運 動曲線ノ型ハ

甚ダ多樣ナレドモ大別 シテ3種(第1圖 參照)ト スルコトヲ得,就 中A及 ビB型 最モ多クCハ 比較的少 シ.

第1圖

人類子宮條片

子宮體部外筋層縱條片ノ運動曲線

描時毎1分
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内外筋層横條片及ビ中筋層縱條片モ 亦能ク整然 タル自働運動ヲ營メドモ,前 者ニ比シ運動囘數ニ於テハ

殆 ド差異ナキモ一般ニ弘度及 ビ整調度ニ於テ劣 レルヲ觀タリ.内,中 及ビ外筋層ノ斜條片ハ運動強度 ニ於

テ前述兩者 ノ中間ニ位シ,運 動數ニ於テハ 殆 ド差異ヲ示サザ リキ.子 宮體部全筋層ヲ内外 ノ方向ニ連ネタ

ル條片モ亦自働運動ヲ現ハセ ドモ,前 述 ノ諸條片ニ比スレバ運動著シク微弱ニシテ且稱々不規則ナリ.

以 上ノ闘係ハ子宮ノ前壁ナル ト後壁ナル トニヨリ毫モ異ル所 ナキヲ認メタリ.

子宮頸部各筋層ニ於ケル縦,横 及 ビ斜條片モ亦能 ク整調ナル自働運動ヲ營メドモ,一 般ニ髓部 ノ夫等ニ

比スレバ運動数ニ於テハ殆 ド差異ナキモ,運 動張度ニ於テ著 シク劣 レルヲ觀 タリ.而 シテ 内外筋層横條片

及ビ中筋層縦條片ハ内外筋層縦條片及ビ中筋層横條片ニ比シテ運動強度及ビ整調度ニ於テ著 シク劣 リ,其

ノ差異ハ子宮體部ニ於ケルヨリモ遙カニ著明ナ リ,各 層 ニ於ケル斜條片 ノ運動強度 及ビ整調度ハ上述兩者

ノ中間ニ位ス,又 全筋層ヲ内外ニ連ヌル條片ハ其 ノ自働運動極メテ微弱ナ リ.

連 續 條片:子 宮前壁 及ビ後壁 ノ外筋層ヨリ採 リタル,底 部ヨ リ頸部ニ至ル長サ約7-8cmヲ 有 スル連

續條片ニ就テ,體 部及ビ頸部兩者ノ運動性状ヲ比較觀察シタル成績 ヲ總括的ニ叙ス レバ次ノ如 シ.

體部及ビ頸部ノ收縮及ビ弛緩運動ハ常ニ殆 ド同時ニ發現シ,運 動曲線脚長ノ變化モ 大體一致スルヲ普

トシ,兩 者ノ運動ハ 互ニ密接ナル關係ヲ有スルコトヲ認メタリ.本 實驗ニ於テハ條片ノ頸部ハ長サ1.5-

2.5cm,髓 部ハ約1-1.5cmノ 運動ヲ對比 描寫セシメタルニ係ハラズ,頸 部ノ曲線脚長ハ體部 ノ夫 ヨリモ

著 シク短カキヲ常 トセリ(第2圖 參照).

第2圖

人類子宮體部及ビ頸部連續條片曲線

上 子宮體部

下 子宮頸部

描時毎1分

分岐條片:子 宮體部前壁ニ於ケル分岐條片ニ就テ兩條片ノ運動曲線ヲ比較觀察シタルニ,外 筋層縦條

片 ト中筋層横條片 トノ收縮 及ビ弛緩運動ハ前記連續條片兩部ノ間ニ於ケルガ如キ特殊 ノ關係ヲ有セザルモ

ノノ如ク,時 トシテハ兩者 ノ運動一致スルコトアルモ,時 トシテハ全 ク齟齬シテ現ハルルヲ認メタリ.

以 上 ノ成績 ニヨ レバ 人類子宮筋 質ハ 何 レノ部分 ヨ リ,何 レノ方 向 ニ條片 ヲ採 リテ 檢 スルモ

Magnua氏 法 ニヨ リテ能 ク 整調ナル自働運動 ヲ發現 ス.一 般 ニ子宮體部 ハ頸 部 ヨ リモ運動造 カ

ニ旺盛 ナ リ.

體 部 ノ内外筋層縦 條片及 ビ中筋層 横條片 ハ内外筋層横條片及 ビ中筋層縦條片 ニ比 シ,自 働運

動稍 々旺盛 ニ シテ,頸 部 ニ於 テハ斯 カル差 異一層顯著 ニ認 メラル.體 部 及 ビ頸 部各筋層 ノ斜條

片 ノ運動 強度 ハ夫等筋層 ノ縫 及 ビ横 條片 ノ夫等 ノ中間 ニ位 セ リ.體 部 全筋層 ヲ内外 ニ連 ヌル條
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片ハ各筋層 ニ於 ケル前記諸條片 ヨリモ自働運動遙 カニ劣ル ト雖 モ,頸 部ニ於ケル同様條片ノ自

働運動 ノ極メテ幽微ナルニ比 スレバ遙 カニ優 レリ.

連續條片ニ於ケル子宮體部及 ビ頸部條片ノ周明的自働運動ハ時間的ニ相一致 シ,曲 線脚長 ノ

變化モ相一致スルヲ普通 トスルモ,體 部ニ於ケル分岐條片ノ外筋層縦條片 ト中筋層横條片 トノ

運動ハ必ズシモ一致 セザルヲ觀タ リ.

各條片 ノ實驗装置ニ致サ レテヨリ自働運動ヲ發現 スルマデノ時間ハ子宮別出後經過 シタル時

間ニヨリテ差異アレドモ約1-2.5時 間ナリ.

B.腫 瘍 ノ種類,年 齢及 ビ經産 ノ子宮條片 自働 運動 ニ及 ボス影響

子宮ノ腫瘍,就 中癌腫 ハ他ノ部ニ轉移ヲ來 タス他,浸 潤 ニヨリテ廣ク周圍ノ組織 ヲ浸 シ易ク,

筋腫ハ直接周圍ノ組織 ヲ侵害 スルコ ト少 シト雖モ,多 クハ子宮全體 ニ亙 リテ筋組織 ノ増殖ヲ件

フヲ普通 トス.之 等腫瘍ノ種類 ト子宮條片 自働運動 トノ間ニハ直接密接ナル關係ナカルベカラ

ズ.又 婦人内生殖器ハ思春期ニ於テ急激 ナル發育ヲ遂ゲ,更 年期以後ハ著 シキ退行性變化ヲ現

ハ シ,且 又子宮 ハ妊娠,分 娩 ニヨリテ顯著ナル變化ヲ呈ス.之 等年齢 ノ相違若シクハ經産 ノ有

無ガ子宮條片ノ自働運動 ニ一定 ノ影響ヲ及ボスベキコトモ想像ニ難カラズ.

今第2表 ニ掲ゲタル種々状態 ヲ異 ニセル子宮18箇 ニ就 テ,體 部及 ビ頸部ノ外筋層縦條片及

ビ中筋層横條片 ノ自働運動ヲ檢 シタル多數實驗成績ニ就テ概 括的ニ述 ベンニ:

第2表
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癌腫子宮ノ内.子 宮腕部癌 ノ極 メテ初期ノモノニシテ體部ハ勿論,頸 部 ノ大部分モ外觀上癌性變化ヲ被

ラズ ト認メラレタルモノニ於テハ,體 部筋層ノ條片ハ前述卵巣嚢腫 ノ場合ノ健康子宮ノ夫 ト殆 ド異ル所ナ

ク,活 溌ナル規則正 シキ周期的運動ヲ現ハスヲ常 トセリ.然 レドモ頸部條片ニア リテハ多クハ正常 ノ運動

ヲ營メドモ,時 トシテハ運動甚ダ微弱且不規則ナルモノアルヲ觀 タリ.體 部癌腫又ハ腔部乃至頸部癌腫 ノ

稍々進行シタルモノニシテ骨盤結締織 又ハ淋巴腺ニ轉移ヲ有シ,全 身的ニモ惡液質ヲ呈セルモノノ子宮ニ

於テハ病竈ニ近接セル部位ヨリ採 リタル條片ハ勿論,腫 瘍 ヨリ稍々隔 リタル部位ヨリ採 リタル條片 ト雖モ,

夫等 ノ自働運動ハ甚ダ微弱ニシテ且不規則ナルカ,或 ハ全然運動ノ發現セザルヲ普通 トシ,頸 部條片ニ於

テハ特ニ自働運動著シク障碍セラルルヲ認メタリ.

筋腫子宮ニ於テ,漿 膜下性筋腫 ノ腫瘍 ノ發生セルト反對側ノ子宮壁 ヨリ採 リタル條片ハ卵巣嚢腫子宮ノ

夫 ト毫モ異ル所ナク,加 之筋腫發生部ニ比較的近接セル部分ヨリ採 リタルモノモ亦能ク旺盛ナル運動ヲ營

ミ,體 部及ビ頸部何 レノ條片モ卵巣嚢腫子宮ノモノニ比シテ殆 ド差異ナキヲ觀タリ.又 間質性若シクハ粘

膜下性筋腫 ニ於テ稍々著明ナル筋質増殖ヲ來タセルモノニ於テモ腫瘍發生セル反對側子宮壁筋層 ノ條片ハ

強盛ナル自働運動ヲ現ハセリ.腫 瘍大ニシテ反對側子宮壁伸展 セラレ甚ダシク非薄 トナレルモノヨリ採 リ

タル條片モ亦能ク自働運動ヲ現ハセ リ.

子宮條片 ノ自働運動ト年齡及ビ經産 トノ關係ヲ觀ルニ, 26-54歳 ノ間 ニ於ケル子宮條片ノ運動囘數ハ

1時 間15-42囘 ニシテ, 28歳 ニ シテ32囘 ナルモノア リ, 30歳 ニ シテ40囘 ノモノアリ,又53歳 ニシテ

42囘, 54歳 ニ シテ30囘 ナルモノアリ,斯 ク年齡 ト自働運動囘數 トノ間ニ一定 ノ關係アルヲ認ムルコト能

ハザルノミナラズ,運 動ノ強度及ビ整調度ニ於テモ特殊 ノ關係ヲ示サザ リキ.然 レドモ經産子宮條片ハ未

産子宮 ノ夫 レニ比シテ一般ニ運動旺盛ニシテ,ヨ リ規則正シキヲ常 トセ リ.

以 上 ノ成 績 ニ ヨ レバ,癌 腫子宮 ノ極初期 ニ於 テ病 變 ノ未 ダ子宮腔部 ニ限局 セル モノニ於 テハ

體 部筋層 ノ條片 ハ能 ク整調活溌 ナル 自働運動 ヲ營 メ ドモ,一 般 ニ癌 性變化 ハ容易 ニ子宮筋層 ノ

自働 運動 ヲ障碍 シ,就 中膣部癌 ニ於 テハ頸 部筋質 バ一層容易 ニ侵 サル.之 ニ反 シ筋 腫 ハ子宮條

片 ノ自働運動 ヲ容易 ニ障碍 スル コ トナク,腫 瘍 ニ比較的近接 セル部位 ヨ リ採 レル條 片 ト雖 モ能

ク活溌 ナル周 期的 自働運動 ヲ營 ム.

26-54歳 ノ 間ノ年齡 ノ差 異ハ子宮條片 自働運動 ノ弧度,數 及 ビ整調度 ノ上 ニ認 ムベ キ差異 ヲ

示 サザ レ ドモ,年 齢 ノ如何 ニ係 ハラズ經産子官 ハ未産 ノ夫 レヨ リモ概 シテ 自働 運動旺盛 ナ リ.

C.子 宮 條片 ノ二 三神 經 毒 ニ對 スル 反 應

本實驗 ニ於テハ,卵 巣嚢腫 ト共ニ別出セラレタル正常子宮竝ニ筋腫子宮ヲ用ヒ,後 者ノ場合ニハ腫瘍ノ

甚ダ大ナ リシモノハ之ヲ除外 シ,可 及的腫瘍 ト遠隔セル前壁或ハ後壁ヲ選 ビ,專 ラ體部外筋層縦條片及ビ

中筋層横條片ヲ使用セ リ.

1.「 ア ドレナ リン」

「ア ドレナ リン」ハ交感神經末端(間 挿部)ヲ 刺戟 シ,直 接機械的 又 ハ電氣的刺戟 ヲ與 ヘタル

ト全 ク同一作用 ヲ呈 ス ト云 フ.今 其 ノ子宮作用 ニ關 スル多數先人 ノ業 績 ヲ摘録 セ ンニ:
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家 兎 子 宮 ニ於 テgehrer2), Kurdinowsky26), Langley u. Andersonll), Langley26), Da1e27), Hoahwart u.

 Frohlich28)及 ビ 原34)等 ハ本 物 質 ノ催 進 作用 ヲ認 メ タレ ドモ, Cushny19)ハ 一 般 ニ ハ催 進 作用 ヲ認 ム レ ドモ,

屡 々抑 制 作 用 ヲ呈 スル コ トア リ ト謂 へ リ.家 兎 摘 出 子 宮 ニ於 テ ハBehrer2), Ktudinowsky26),郷 原35),下

井38),藤 田41)及 ビ 梅 田38)等 ハ專 ラ「ア ドレナ リ ン」ノ運 動 催 進 作 用 ヲ認 メ,之 ニ反 シFalta u. Fleming29),

品 川87),堅 石40),鈴 木42)及 ビ 岡崎43)等 ハ 催 進 ノ他 抑制 作 用 ア ル ヲ實 驗 シ,殊 ニ 岡 本33)ハ 不 妊 家兎 ノ子 宮

ハ 時 ニ 抑 制 後 催 進 ヲ現 ハ ス ト云 ヒ,高 橋24)ハ 妊 娠初 期 子 宮 ハ屡 々 抑 制 的 ニ,幼 若子 宮 ハ少 量 ニ對 シ毎 常 抑

制 的 ニ反 應 シ,又 成 熟 不妊 子宮 ト難 モ抑 制 ヲ呈 ス ル コ トア ル ヲ 報告 セ リ.

猫 子 宮 ニ於 テCushny14)及 ビDale27)ハ 共 ニ不 妊 子 宮 ハ 「ア ドレ ナ リン」ニ對 シ抑制 的 ニ,妊 娠 子 宮 ハ催 進

的 ニ反 應 スル ヲ詔 メ, Kehrer2)ハ 摘 出子 宮 ニ於 テ 同様 ノ事 實 ヲ實 驗 セ リ.然 ル ニ 岡本33)ハ 妊 娠 子 宮 ハ勿 論

不妊 猫 摘 出 子 宮 ニテ モ一 過 性 抑 制 後 催 進 的 ニ反 應 ス ト報 告 セ リ.

「モ ル モ ツ ト」摘 出 子 宮 ニ對 ス ル「ア ドレナ リ ン」作用 ニ就 テ 岡本38)ハ 不 妊 子 宮 ハ抑 制 後 催 進 ヲ,妊 娠 子 宮

ハ 初 メ ヨ リ催 進 又 ハ 抑 制 後 催 進 ヲ呈 ス ト云 フ ニ反 シ, Alder31), Sugunoto30),梅 田36)及 ビGunn u. Gunn32)

等 ノ諸 家 ハ專 ラ抑 制 作 用 ノ ミヲ認 メタ リ.

又 犬 ノ摘 出 子 宮 ニ於 テKehrer2)ハ 「ア ドレ ナ リン」ガ 抑 制 的 ニ作 用 ス ル ヲ認 メ,岡 本33)ハ 本 物 質 ノ少 量 ハ

抑 制 ヲ,大 量 ハ抑 制 後 催進 ヲ現 ハ ス ヲ見 タ リ.

其 他 白鼠 摘 出 子 宮 ニ 於 テ 岡 本33), Gann u. Gunn32)及 ビ 高 橋24)等 ハ「ア ド レナ リ ン」ハ專 ラ抑 制 的 ニ作 用

ス ト報 告 セ リ.

以 上 ノ 如 ク 諸 家 ノ成 績 ニ ヨ レバ,本 物 質 ハ 多 ク ノ動 物 子 宮 ニ對 シ催 進 及 ビ抑 制 兩 機 ノ作 用 ヲ

呈 ス.是 レ子 宮 ニ於 ケ ル 交 感 神 經 ノ 催 進 及 ビ抑 制 兩 纎 維 ハ動 物 ノ種 類 乃 至 子 宮 ノ 生 理 的 状 態 ニ

ヨ リテ 分 量 的 差 異 又 ハ興 奮 性 ノ異 同 ヲ 示 ス ニ 起 因 ス ル モ ノ ナ ル べ シ.人 類 子 宮 ニ對 シテ ハKeh

rer2), Rubsameu u. Kligermann3), Lieb4), Flury5)及 ビ 錦 見6)等 ニ ヨ レバ 「ア ド レナ リ ン」ハ

常 ニ 催 進 的 ニ 作 用 ス ト云 フ ニ成 績 一 致 セ リ.

余 ノ實 験 ニ ヨ レバ,人 類 子 宮 條 片 ニ對 シ「ア ドレナ リン」ハ0.00003%ニ テ ハ 僅 カ ニ興 奮 作 用 ヲ呈 シ,輕 微

ナ ル緊 張 上昇 ト振幅 増 大 トヲ 示 ス コ トア ルモ 毎 常 ナ ラ ズ.0.00005%ニ テ ハ緊 張 稍 々 著 明 ニ上 昇 シ,運 動

數 ヲ増 シ,振 幅 多 ク ハ 短 縮 シテ 興 奮 症 状 ヲ呈 スル ヲ常 トセ リ.「 ア ド レナ リ ン」0.0001-0.0005%ノ 濃 度 ニ

至 レバ興 奮 症 状 甚 ダ著 明 ニ シテ,緊 張 著 シク上 昇 シ,運 動振 幅 多 クハ 甚 ダ シ ク縮 短 シ,次 デ 徐 々 ニ振 幅 ヲ

増 大 シ ッ ツ緊 張 下降 シ,數 分 乃至 十 數分 ニ シテ 正常 ニ復 スル ヲ普 通 トシ,時 トシテ ハ 緊 張 正常 以 下 ニ下 降

ス ル コ トア リ.然 レ ドモ 之 等 ノ濃度 ニテ 僅 カ ニ振幅 ヲ増大 シ間 モ ナ ク正常 ニ復 シ,或 ハ 抑 制 ヲ呈 セ シモ ノ

ア リ.加 之0.0005%ニ テ 直 チ ニ顯 著 ナ ル抑 制 ヲ示 シ,運 動 減 弱 シ,緊 張 下降 ノ後 漸 次 自然 ニ恢 復 セ シモ ノ

ヲ モ認 メ タ リ.

「ア ドレ ナ リ ン」0.00005-0.0005%ニ テ 興 奮 ヲ 呈 セ ル モ ノ ニ,硫 酸 「ア ト ロピ ン」0.0003%ヲ 作 用 セ シ ム

ル モ,何 等 ノ影 響 ヲ示 サ ザ レドモ,「 ア ト ロ ピ ン」0.02%又 ハ 酒 石 酸 「エ ル ゴ タ ミ ン」0.002%ヲ 作 用 セ シム

レバ,斯 カ ル興 奮 症 状 ヲ完 全 ニ抑 制 シ,緊 張 正常 ニ復 シ,且 自働 運 動 舊 態 ニ復 ス ル ヲ通 例 トス(第3圖 參照).

併 シ時 トシテ ハ緊 張 ノ正常 以 下 ニ下 降 セ シモ ノ ア リ.
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第3圖

人 類 子 宮 條 片

↑ 鹽 酸 「ア ドレナ リン」0.0005%

↓ 硫 酸 「ア ト ロピ ン」0.02%

描 時 毎1分

又 豫 メ「ア トロ ピ ン」0.02%又 ハ「エ ル ゴ タ ミン」0.002%ヲ 作 用 セ シメ タル後,「 ア ドレナ リン」0.00005-

0,0005%ヲ 與 フレ バ,子 宮條 片 ハ 全 然 興 奮 症 伏 ヲ示 サ ザ ル ノ ミナ ラ ズ,却 テ顯 著 ナ ル 抑 制 ヲ現 ハ シ,緊 張

ハ 著 シク 下降 シ,運 動 ハ甚 ダ 微 弱 トナ ル カ或 ハ一 時停 止 シ所 謂 逆 作 用 ヲ呈 ス ル ヲ常 トス(第4圖 參 照).

第4圖

人 類 子 宮 條 片

↑ 硫 酸 「ア ト ロ ピ ン」0.02%

↓ 鹽 酸 「ア ドレ ナ リン」0.00005%

描 時毎1分

「ア ドレナ リ ン」 ノ斯 カ ル濃 度(0.0001-0.0005%)ニ テ 抑 制 ヲ呈 セ ル モ ノ ニ 鹽 酸 「ア セ チ ー ル セ ヨ リン」

0.005%又 ハ 鹽 化「バ リウ ム」0.005%ヲ 與 フ レ バ直 チ ニ興奮 症 状 ヲ示 ス.

「ア ドレナ リン」ノ濃 度 ヲ増 シテ0.001%ニ 至 レバ,子 宮 條片 ハ著 明 ナ ル興 奮 ヲ呈 シ,緊 張 著 シ ク上 昇 シ,

振 幅 ハ 甚 ダ シ ク短 縮 シ又 ハ攣 縮 状 運 動 靜 止 ヲ來 タシ,後 徐 々 ニ緊 張 下降 シ,振 幅 モ 多 ク ハ 漸 次 増 大 シ,十

數 分 乃至 數十 分 ニ シテ 正 常 位 ニ 復 スル ヲ普 通 トス レ ドモ,屡 々又 一 過 性 興 奮 ニ 衣 デ 却 テ 抑 制 ヲ來 タシ,運

動 停 止 シ タル マ マ緊 張 著 明 ニ下 降 セ シモ ノ ア リ. 0.003-0.005%ノ.如 キ 高 濃 度 ニ 於 テ ハ 一過 性 興 奮 ヲ示 シ

タル後,直 チ ニ緊 張 下 降 シ,正 常 基 底 線 以 下 ニ至 リ,運 動全 ク 靜止 シ著 明 ナ ル 抑 制 症 状 ヲ呈 シ,斯 カル 抑

制 ハ 長 時 間 持續 ス ル ヲ常 トセ リ.

豫 メ 「ア トロ ピ ン」0.02%又 ハ 「エ ル ゴ タ ミン」0.002%ヲ 作 用 セ シ メ タ ル後,「 ア ド レナ リ ン」0.001-

0.005%ヲ 與 フ レバ初 期 興 奮 ヲ示 ス コ トナ ク 毎 常 直 チニ 著 明 ナル 抑 制 ヲ 現 ハ ス ヲ觀 タ リ.「 ア ド レナ リ ン」

0.003%ニ ヨ リ抑 制 症 状 ヲ呈 セ ル モ ノハ,鹽 化 「バ リウ ム」0.003%ニ テ ハ 興 奮 ヲ示 ヲザ レ ドモ,其 ノ0.05%

ニ テ ハ 尚 ホ 能 ク緊 張 ノ上 昇 ヲ來 タ セ リ.然 レ ドモ 「ア ド レナ リン」0.005%ニ テ抑 制 ヲ示 シ 數 十 分 ヲ經 過 セ
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シ後,之 ニ「バ リウム」0.05%,ヲ 異 フレバ微カニ興奮 ヲ呈スルノミニテ筋自己ノ著シク侵害サレ居ルコトヲ

示セリ.

「クロレトーン」ノ作用 此際顧慮スべキハ,鹽 化「アドレナリン」液ニハ 防腐劑 トシテ 「クロレトーン」

0.5%ヲ 附加セラレタルコトナリ.從 ツチ「ア ドレナ リン」ノ大量ノ抑制作用ハ「クロレトーン」ノ作用ニ基

因スルニ非ザルカヲ檢索スル必要アリ.

「クロレトーン」0.001%(鹽 酸 「ア ドレナリン」0.0002gニ 附加セラレタル夫 レノ量 ニ一致 ス)ハ 子宮條片

ニ對シ殆 ド認メ得べキ作用ヲ呈セズ, 0.015%(鹽 酸「アドレナリン」0.0039中 ノ量ニ一致ス)ニ テハ直チニ

抑制作用ヲ呈 シ,運 動靜止シ,緊 張下降セリ.之 ニ鹽化「バ リウム」0.01%ヲ 與 フルモ毫モ興奮ヲ示サザ レ

ドモ,其 ノ0.05/ニ テハ尚ホ能ク刺戟ヲ現ハスヲ觀 タリ.「クロレトーン」0.025%ニ テハ著明ナル抑制ヲ

呈 シ, 10分 間後ニ「バリウム」0.05%ヲ 作 用セシムルモ甚ダ輕微ナル興奮ヲ現ハスノミニシテ,恰 モ 鹽化

「アドレナ リン」0.005%(「 ク ロレトーン」含量0.025%)ノ 抑 制作用 ト相似タルヲ認 メタリ.

以 上 ノ成績 ニヨ レバ,「 ア ドレナ リン」 ハ人類子宮 條片 ニ對 シ少量(0.00003-0.00005%)ニ

テハ常 ニ興 奮的 ニ 作用 シ,自 働運動 ヲ 催進 シ,緊 張 ヂ上昇 セシメ,中 等量(0.0001-0.001%)

ニテ ハ多 クハ催 進作用 ヲ呈 ス レ ドモ,屡 々又初 期催 進 ノ後 或ハ直 チニ抑制作用 ヲ現 ハ ス.大 量

(0.003-0.005%)ニ テハ一過 姓催進 ノ後 又 ハ直 チニ著 明ナル抑制 ヲ現 ハ ス.

「ア ドレナ リ ン」ノ興奮 作用 ハ「ア トロピ ン」ノ稍 々大量(0.02%)又 ハ「エル ゴタ ミン」(0.002%)

ニ ヨ リテ完 全 ニ抑制 セラ レ,又 夫等物 質 ニテ前處 置 シタルモ ノニ於 テハ「ア ドレナ リン」ノ作用

ハ逆轉 セラ レ,直 チニ抑制作用 ヲ現 ハス.之 等 ノ事實 ヨリ考察 スレバ,「 ア ドレナ リン」ニ ヨル

子宮 ノ興 奮ハ交 感神經 催進纎 維 ノ刺戟 ニ因ル コ ト明 カ ニシテ,「 ア トロ ビン」若 シクハ 「エル ゴ

タ ミン」ノ前處 置ニ ヨ リテ該纎維 ヲ麻痺 セシメタル後 ニ於 テハ 「ア ドレナ リン」ハ專 ラ抑制作用

ノミヲ發揮 スル ガ故 ニ,人 類子宮 ノ交 感神經 ニハ多ク ノ哺乳動物 ノ夫 レニ於 ケルガ如 ク,催 進

纎維 ノ他 ニ抑制纎維 ノ存 スル コ トヲ信 ゼ.シム,而 シテ「ア ドレナ リン」ノ中等量 ニヨ リ初期興奮

後 ノ抑 制又ハ直 チニ抑制 テ呈 セルモ ノハ少量 ノ「バ リウム」又ハ「アセチール ヒヨリン」ニヨ リテ

尚 ホ能 ク興奮 ヲ呈 シ,筋 自己 ノ興 奮性 ニハ殆 ド變化 無キヲ以 テ,交 感神經抑制纎維 ノ興奮 ニ因

ルモ ノ ト思 考 セザル ヲ得 ズ.

「ア ドレナ リン」ノ大量 ニ ヨ リテ起ル抑制症状 ハ「バ リウム」トノ關係 ニヨ リ筋 自己 ノ侵 サ レタ

ル ニヨル モノ ト察知 シ得 レ ドモ,之 ハ鹽 化「ア ドレナ リン」液 ニ附 加 セラ レタル「クロ レ トー ン」

ノ夫等 ノ濃度 ニ於 ケル作 用 トー致 スルヲ以 テ,「 ア ドレナ リン」本來 ノ作用 ニ非ズ シテ 「ク ロ レ

トー ン」ノ筋肺痺作用 ニ歸 スべキモノナ ラン.

2.「 ビロカルビン」

「ピロカル ビン」ハ主 トシテ副交感神經ヲ刺戟 シ,滑 平筋臟器ニ對 シ多クハ運動催進的ニ作用

ス レドモ,青 蛙腸管及 ビ臍帯竝ニ胎盤血管等ニ對 シテハ抑制作用 ラ現ハス,其 ノ子宮作用ニ關

スル先人 ノ實驗成績 ノ概要 ヲ擧グ レバ次 ギノ如 シ.
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家兎生體子宮ニ於テハHnrnaok u. Meyer40), Cushny14)及 ビ 原34)等ハ本物質ハ運動催進作用ヲ呈 スルヲ

認 メタルニ反シ, Heyernaux44)ハ 妊娠家兎ハ靜豚内注射ニヨリテ本物質ハ子宮ニ對 シ毫モ作用セザ リキ ト

報告セ リ.又 家兎ハ摘出子宮ニ於テハ 岡本38),郷 原45),梅 田89),鈴 木42)等 ハ毎常收縮催進作用ヲ認メ,又

下井38)ハ妊,非 妊子宮ニ就キ,谷 及ビ挾間47)ハ種 々ハ生理的状態ニ於ケル子宮 ニ對スル「ピロカルピン」ノ

作用ヲ比較セシニ,状 態 ハ差異ニヨリテ感受性 ハ移動ハ認ムレドモ,莫 ノ作用ハ常ニ催進的ナルヲ實驗モ

リ.然 ルニ佐波古39)ハ不妊子宮ニテハ催進作用ヲ詔メ,妊 娠子宮ニアリテハ無作用ナリト報告セ リ.

猫子宮ニ於テハCushny14)ハ 「ピロカルピ ン」ノ收縮作用ヲ見, Kehrer2)ハ 其 ハ摘出子宮ニ於テ同様ハ作

用 ヲ認 メタリ.

「モルモツト」摘出子宮ニ於テハSngimoto30)及 ビ 梅田36)ハ共 ニ本物質ガ收縮作用ヲ呈 スルヲ證明 セリ.

以 上 ノ如 ク「ピロカル ピン」ハ子宮 ニ對 シ,動 物 ノ種類,生 體 ニ於 ケル ト摘 出子宮 ニ於 ケル ト

ハ別ナク,又 生理的状態 ノ如何 ニ係 ラズ,主 トシテ運動催進作用 ヲ呈 シ,未 グ本物 質 ハ子宮 ニ

對 スル抑制 作用 ヲ認 メタルモ ハナキ ガ如 シ.而 シテ人類子宮 ニ對 スル「ビロカル ピ ン」ハ作用 ヲ

研究 シタル業績 アル ヲ知 ラズ.

人 類子宮條片ニ對 シ鹽酸「ピロカルピン」ハ0.0005-0.0007%ニ テ初 メテ輕度 ノ興奮作用ヲ呈 シ,運 動數

ヲ増加シ,振 幅多クハ短縮 シ,緊 張ハ特ニ上昇セザルヲ普通 トセ リ.0.002-0.005%ニ テハ興奮作用稍々著

明ニシテ緊張輕度ニ上昇 シ,振 幅多クハ短縮セ リ.「ピロカルピン」ヲ増量スルニ從ツテ興奮盆々顯著ニ,

 0.01-0.05%ニ 至 レバ緊張著明ニ上昇 シ,運 動ハ振幅ヲ短縮スルヲ普通 トシ,一 時攣縮状運動靜止ヲ來タ

セルモノアリ.斯 カル興奮症状ハ長ク持續スルヲ常 トシ,十 數分 ハ後徐々ニ振幅 ヲ増大 シ,緊 張漸次下降

シテ長時間後ニ殆 ド舊態ニ復スルヲ通常 トセ リ.然 レ ドモ0.05%ノ 「ピロカルピン」ニヨリ時 トシテ抑制ヲ

呈 シ,運 動減弱シ,緊 張著シク下降セシモハアルヲ觀 タリ.

鹽酸 「ピロカルピン」0.005-0.05%ニ テ興奮作用ヲ呈セルモノニ,硫 酸 「ア トロピン」0,0002%ハ 如 キ少

量ヲ與 フレバ直チニ抑制作用ヲ示 シ,緊 張正常 ニ下降シ,多 クハ運動舊態ニ復シ,完 全ナル拮抗作用ヲ現ハ

セリ(第5圖 參照).又 豫 メ少量 ハ「アトロピン」ヲ作用セシメタ,レモノニ「ピロカルピン」ノ前記分量ヲ與 フ

ルモ毫モ興奮症状 ヲ呈スルコトナキヲ常 トセリ.

第5圖

人 類 子 宮 條 片

↑ 鹽 酸 「ヒ℃ロ カル ピ ン」0.05%

↑ 硫酸 「ア トロ ピ ン」0.0003%

描 時 毎1分

「ピロカルピン」0.1-0.2%ノ 濃度ニ於テハ其 ノ子宮作用ハ甚ダ趣ヲ異ニシ,全 然興奮作用ヲ現ハスコト

ナク,却 テ抑制的ニ作用 シ,緊 張甚ダシク下降 シ,運 動ハ微弱トナルカ或ハ一時停止シ, 0.3%ニ テハ自働
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運動全ク側止スル ヲ毎常トセ リ.然 レドモ斯力ル大最ハ「ピロカルピン」ニヨリテ抑制ヲ呈セルモハモ,甚

ダ徐々ニ運動ヲ増強又ハ再始シ,且 緊張漸次上昇 シテ十數分 乃至數十分 ハ後 ニハ自然ニ殆ド奮態ニ恢復ス

ルヲ普通 トセ リ.「ピロカルピン」.大量ニヨル抑制作用ハ,「 アトロピン」0.02%ノ 前處置後ニ於テモ,發 現

セ リ(第6圖 參照).加 之,「 ア トロピン」作用後ニハ「ピロカルピン」單獨ニテハ著明ナル興奮作用ヲ呈スべ

第6圖

人 類 子 宮 條 片

↑ 硫 酸 「ア トロ ピ ン」0.02%

↑ 鹽 酸 「ピ ロ カ ル ビ ン」0.02%

描 時 毎1分

キ濃度(0.02-0.03%)ニ テ モ直チニ抑制作用ヲ呈シ,緊 張 ハ下降 ト運動ハ減弱 トヲ來タシ,斯 カル抑制ヲ

呈セルモノハ甚ダ徐々ニ緊張 ト運動 トヲ恢復シテ正常ニ復スルヲ通例 トセリ.又 「ピロカルピン」ノ大量ニ

テ著明ナル抑制ヲ呈セルモノニ「アドレナリン」0.00005%ヲ 與 フルモ毫モ興奮ヲ示スコトナク,鹽 化「バリ

ウム」0.003%ニ テハ能ク興奮ヲ呈 スルヲ認メタリ.

上 記成績 ニヨ レバ,「 ピロカル ピン」ハ人類 子宮條 片 ニ對 シ,少 量乃至 中等量(0.0005-0.03%)

ニ テハ常 ニ興奮的 ニ作用 シ,之 ニ反 シ大量(0.1-0.3%)ハ 却 テ抑制 作用 ヲ現 ハス.「 ピロカル

ピン」ノ催進作用 ハ 「ア トロ ピン」ハ少 量 ニヨ リテ拮抗 セラルル ガ故 ニ副 交感神經末梢 ノ刺戟 ニ

起 因 スル ヤ論 ナ シ.其 ノ大量 ニヨル抑制作用ハギ數分乃至數十分 間ヲ經過 スレバ 自然 ニ消失 シ

テ徐 々 ニ緊張竝 ニ運動 ヲ恢復 シ,又 「バ リウム」ハ少 量 ニ ヨ リテ能 ク興奮 テ示 スガ故 ニ筋 自己 ハ

侵 サルル ニヨル ニ非 ザルべク,且 又「ア トロ ピン」ノ大量 ヲ與 ヘタル後 ニ於テ ハ「ピロカル ピ ン」

單獨 ニテ著明 ナル興 奮作用 ヲ現 ハスべキ比較的少量(0.02-0.03%)ニ テ モ抑制 作用 ヲ發揮 スル

等 ノ事實 ヨ リ考察 ス レバ,「 ピロカル ピン」大量 ニヨル抑制 ハ交感神經抑制纎維 ハ興奮 ニ基 クモ

ノナ リト思考 セザルヲ得 ズ.從 ツテ「ピロカルピン」バ副交感神經刺戟作用 ハミナラズ,交 感神

經抑制纎維 ヲ刺戟 スル作用 ヲモ兼有 シ,少 量ニテハ主 トシテ前作用 ヲ,大 量 ニテ初 メテ後作用

ヲ發揮 シ,殊 ニ交感神經催進纎維 ハ麻痺 セル場合ニハ比較的少量ニテモ容易ニ抑制作用 ヲ現 ハ

スモノナルべ シ.

3.「 アセチールヒヨリン」

「ヒヨリン」ハ生理的ニ動物組織中ニ含有セラレ,諸 種滑平筋臟器 ニ於テ副 交感神經末端 ヲ刺
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戟 シ,其 ハ運 動 テ催 進 シ「ピロカル ピン」類 似 ノ作 用 ヲ呈 スル ハ周知 ハ事 ニ屬 ス.「 アセ チール

ヒヨ リン」ハ其 ノ作用 .「ヒヨ リン」ヨ リモ遙 カニ強 カナ リ ト稱 セラ レ,夫 ガ子宮作用 ニ開 スル研

究 ハ甚 ダ多 カラズ.

谷 及ビ挾間47)ニ ヨレバ家兎摘出子宮ハ「アセチールヒヨリン」ニ對シ常 ニ興奮的ニ反慮シ,其 ハ感受性ハ

妊娠初期ハ非妊時ヨリモ僅カニ鈍 ニシテ,中 期ニ至 レバ更ニ遲鈍 トナリ,妊 娠末期 ヨリ産褥第1日 ニ亙 リ

稍々鋭敏 トナリ,産 褥中一進一退 シテ第6日 ニ至 リテ正常ニ復スルヲ觀 タリト云 フ.錦 見46)ハ 「マウス」摘

出子宮ニ於テ「アセチールヒヨリン」ハ副交感神經ヲ刺戟シテ常ニ運動ヲ催進 シ,其 ハ刺戟ハ「アトロピン」

ニヨリテ拮抗セラレ,又 「アドレナリン」ニヨリテ抑制セラルト報告セリ.余49)ハ 白鼠摘出子宮ニ於テ「アセ

チールヒヨ リン」ハ濃度 ハ如何 ニ係ハラズ常 ニ收縮 ヲ催進スルヲ觀 タリ.

即 チ「アセチール ヒヨ リン」ハ動物 ノ子宮 ニ於テハ常 ニ收縮 催進的 ニ作用 ス,人 類 ハ子宮 ニ對

スル作用 ハ余 ノ實驗 ニ據 レバ次 ハ如 シ.

人類子宮條片ニ對 シ「アセチールヒヨリン」ハ0.001%ニ テ始 メテ輕度 ハ興奮作用ヲ呈 シ,運 動數ヲ増シ,

振幅多 クハ短縮 シ,曲 線基底線上昇スルヲ普通 トセリ. 0.005-0.01%ニ テハ興奮作用甚ダ顯著ニシテ,緊

張著 シク上昇 シ,振 幅甚ダシク短縮 スルカ或ハ一時攣縮状運動靜止ヲ示シ,數 分 乃至 十數分ニシテ徐々ニ

振幅増大シ.緊 張下降シテ長時間 ハ後殆 ド舊態 ニ復スルヲ觀 タリ.更 ニ濃度ヲ高メ0.05-0.1%ト ス レバ興

奮作用盆々顯著ニシテ,緊 張著明ニ上昇シ,運 動ハ攣縮状靜止ヲ來タスヲ常トシ,其 後數分後ヨリ徐々ニ

緊張下降 シ始 メ.十 數分乃至數十分ニテ殆 ド正常位ニ復スルモ,振 幅ハ依然短縮 シテ舊態ニ復セザルヲ普

通 トス.

「アセチールヒヨリン」0.001-0 .01%ニ テ興奮ヲ呈セルモハニ,硫 酸「ア トロピン」0.0002-0.0003%ヲ

與 フレバ直チニ緊張下降シ,振 幅徐々ニ増大 シテ舊態ヲ恢復 シ,又 豫メ斯カル少量ハ「ア トロピン」ヲ作用

セシメタル後前記濃度ハ「アセチールヒヨリン」ヲ與フルモ少シモ興奮作用ヲ呈 スルコトナク,完 全ニ拮抗

作用ヲ現ハセ リ(第7圖 參照).

第7圖

人 類 子 宮 條 片

↑ 鹽 酸 「ア セチ ー ル ヒ ヨ リ ン」0.005%

↓ 硫 酸 「ア トロ ピ ン」0.0003%

描 時 毎1分

「アセチールヒヨリン」0.3-0.5%ハ 如 キ高濃度ニテハ子宮條片ハ急激ナル緊張上昇 ヲ示 シ,攣 縮状運動

靜止ヲ來タスヲ常 トシ,斯 カル興奮症状ハ數分間持續 シ,後 徐々ニ緊張下降シ,多 クハ正常以下ニ降 リ,運

動ハ再始スルコトナキヲ普通 トス,斯 カル大量ニヨル興奮症状ハ少量 ハ「ア トロピン」(0.0002%)ニ テ完全
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ニ抑壓セラルルコトナク,又 豫メ「アトロピン」ヲ作用セシメタル後ニ於テモ尚ホ能 ク現ハル.「 アセチール

ヒヨリン」大量ニテ初期興奮ニ次デ抑制ヲ呈 シ,十 數分間 ヲ經 タルモノニ鹽化 「バリウム」0.01-0.1%ヲ 作

用セシムルモ僅カニ興奮的傾向ヲ示スハミニシテ,筋 自己 ハ著 シク侵害セラレタルヲ示セリ.

以 上 ハ成績 ニヨ レバ,「 アセチール ビヨ リン」ハ人類子宮條片 ニ對 シ,少 量 乃至中等 量(0.001-

0.1%)ニ テハ常 ニ催進作用 ヲ呈 シ,大 量(0.3-0.5%)ニ テ ハ初期興 奮 ニ次 デ抑制 ヲ現 ハ ス.本

物質 ニヨル興 奮作用 ハ少量 ノ「ア トロ ピン」ニ ヨ リテ完全 ニ拮抗 セラルル ヲ以 テ副交感神經 ノ刺

戟 ニ起 因 スルハ明 カナ リ.然 レ ドモ其 ハ大 量 ニヨル興奮作用 ハ「ア トロピ ン」ニ ヨ リテ完 全 ニ抑

制 セラルル コ トナク,且 其 ハ興奮後 ニ抑制 ヲ呈セルモノニ「バ リウム」ハ大量 ヲ與 フル モ殆 ド反

應 ナ キカ或 ハ微 カニ興奮 ヲ示 スノ ミナル ヲ以テ,大 量ハ筋 自己ヲ侵 シ,初 メ興 奮的 ニ,後 麻痺

的ニ作用 スルモ ハナル ヲ知 ル.

4.「 フ イゾスチグ ミン」

「フイグス チグ ミン」ハ末梢 ニ於 テ植 物性機 關 ノ機 能充 進 ト随意筋 ノ興 奮作用 トヲ有 ス.其 ノ

侵 襲點 ニ就キ テハ學 者 ニヨ リテ見解 ヲ異 ニシ,筋 細胞及 ビ臟 器細胞 ニ直接作用 ス ト爲 スモハ ト,

副 交 感神經 及 ビ隨意筋 ニ達 スル脊 髓神經 ノ興 奮性 ヲ増進 セ シム ト主張 セル モノ トア リ.其 ノ子

宮作用 ニ關 スル先人 ノ見解 モ亦之 ニ類 スルモ,人 類 子宮 ニ對 スル作用 ニ至 リテハ未 ダ其 ノ報 告

ヲ觀 ズ.

Kurdinowsky26)ハ 家兎靜脉内ニ1-10mgハ 「フイゾスチグミン」ヲ注射 シテ子宮收縮 ヲ催シタルヲ報 ジ,

原34)モ 亦同様 ノ實驗ニ於テ催進作用ヲ認 メ,而 モ強直性收縮ヲ呈スルモハアルヲ觀,斯 カル作用ハ「アトロ

ピン」ノ注射ニヨリテ或程度迄抑制セラルルガ故ニ,其 ハ侵襲點ハ副交感神經ニ在 リトセリ. Furdon50)ハ

其 ハ摘出子宮ニ於テ「フイゾスチグミン」ノ收縮催進作用ヲ認 メ,其 ハ侵襲點ヲ神經竝ニ筋自己ニ歸セリ.

石 橋51)モ亦本物質ハ收縮催進作用ヲ報告セ リ.其 他猫摘出子宮ニ於テモ亦Kehrer2)ハ 本物質ハ運動催進作

用ヲ認メタリ.

余 ハ人類子宮條片ニ就テノ實驗ニ於テ,「フイゾスチグミン」ハ0.0001%ニ テ時 トシテ輕微ナル興奮作用ヲ

示シ,自 働運動僅カニ催進セラレ,緊 張輕度ニ上昇スルモハア リ, 0.0005-0.005%ニ テ ハ興奮症状稍々明

カニ現ハレ,緊 張上昇シ運動頻數 トナ リ振幅多クハ短縮シ,時 トシテハ増大ヲ示セリ.「フイゾスチグ ミン」

0.0005-0.005%ニ テ興奮作用ヲ呈セルモハニ,硫 酸「ア トロピン」0.0003%ヲ 與 フルモ只僅カニ抑制的傾向

ヲ示スコトアルノミニシテ完全ニハ抑制セラレズ.又 「ア トロピン」0.02%ノ 如 キ大量ヲ作用セシムルモ此

興奮作用ヲ完全ニ抑制スルコトナキヲ常 トス(第8圖 參照).又 豫 メ「ア トロピン」0.0003-0.02%ヲ 與 へ、

次デ「フイゾスチグミン」ハ前記分量ヲ作用セシム レバ術ホ能ク興奮作用ヲ發揮セリ.

「フイゾスチグ ミン」0.01%ニ テハ顯著ナル興奮作用ヲ呈シ,緊 張著シク上昇シ,運 動振幅短縮 シ,時 ト

シテハ變縮状運動靜止ヲ現ハシタルモノアリ.之 ニ硫酸「アトロピン」0.02%ヲ 與 フルモ殆 ド抑制作用 ヲ示

スコトナク,又 酒石酸「ニコチン」0.01-0.03%ヲ 與 フルモ亦抑制的傾向ヲ現ハサズ,鹽 酸「パパウエ リン」

0.002%ニ テ ハ徐々ニ緊張 ノ下降スルヲ認 メタリ.
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第8圖

人 類 子 宮條 片

↑ 「サ リチ ー ル」酸 「フ イ ゾ ス チ

ク ミ ン」0.002%

〓 硫 酸 「ア トロ ピ ン」0.0002%

〓 同 上0.02%

描 時毎1分

「フイ ゾスチグ ミン」0.1%ノ 如 キ高濃度ニテハ緊張ハ急ニ著シク上昇シ,攣 縮状運動停止ヲ來 タシ,斯 カ

ル刺戟作用ハ長時間持續 シテ容易ニ消失スルコトナキヲ常 トセリ.

以 上 ハ成績 ニヨ レバ,「 フ イゾ スチグ ミン」ハ人類子宮條 片 ニ對 シ,少 量 ヨ リ大 量(0.0001-

0.1%)ニ 至 ル マデ常 ニ興 奮的 ニ作用 ス,其 ノ興 奮作用 ハ「ア トロ ピン」ニ ヨリテ殆 ド抑制 セラル

ル コ トナク,「 パハ ウエ リン」ニ ヨ リテ初 メテ抑制 セラル.即 チ人類子宮 ニ對 スル本物質 ハ侵襲

點 ハ主 トシテ筋 自己 ニ在 リ,又 一部 ハ副交感神經 ニ在 ル ガ如 キモ確實 ニ之 ヲ證明 スル コ ト能 ハ

ザ リキ.

5.「 ア トロ ピ ン」

「ア トロ ピ ン」 ハ 選 揮 的 副 交 感 抑 經 末 端 麻 痺 藥 ト シ テ 古 ク ヨ リ知 ラ レタ ル ガ,岡 本33)及 ビ 郷

原35)等 ノ種 々 ノ實 驗 ニ ヨ レバ,其 ノ 大 量 ハ 交 感 神 經 催 進 纎 維 ヲ モ 麻 痺 セ シ ム ト稱 セ ラ ル.其 ハ

子 宮 作 用 ニ 關 ス ル 諸 家 ノ 業 績 敢 テ 寡 シ ト セズ.

家 兎 ニ於 テFranz21)ハ 皮 下 及 ビ 靜脉 内 ニ, Kurdinowsky52), Lang1ey u. Andersou11)等 ハ 靜 脉 内 ニ「ア ト ロ

ビ ン」ヲ注 射 セ シ モ子 宮 ニ對 シ毫 モ作用 ヲ及 ボ サザ リキ ト謂 へ ル ニ反 シ, Rohrige)ハ 本 物 質 ニ ヨ リテ 子 宮蠕

動 ハ麻 痺 セル ヲ見, Schindler53)ハ 「ア ト ロピ ン」溶液 ヲ輪 卵 管 ヨ リ注 入 セ シ ニ注 射 側 ハ子 宮 角 全 部 ヲ麻 痺 セ

シ メ タ リ ト報 告 セ リ.又 原34)ハ 靜 脉 内 ニ注 射 セ ル「ア ト ロピ ン」ハ時 トシテ 無 作 用 ナル コ トア レ ドモ屡 々又

子 宮 ハ收 縮 ヲ抑 制 セ リ ト云 へ リ.共 ハ摘 出 子 宮 ニ於 テ ハ,岡 本33)ハ 「ア トロ ピ ン」ハ中 等 量 ニテ ハ筋 ヲ刺 戟

シテ收 縮 ヲ催 進 シ,大 量 ニテ ハ 其 ハ麻 痺 ヲ來 タ ス ヲ觀,高 折54)ハ 本 物 質 ハ0.001-0.03%ニ テ ハ 子 宮 ハ運 動

ニ影 響 ナ キ モ大 量 ニ テ ハ催 進 作用 ヲ呈 ス ト謂 ヘ リ.

Kehrer2)ハ 猫 及 ビ犬 ハ摘 出 子 宮 ニ於 テ 「ア トロピ ン」ハ少 量 乃至 中 等量 ハ 興奮 的 ニ作用 シ,大 量 ハ 徐 々 二

子 宮 ハ自働 運 動 ヲ停 止 セ シム ル ヲ觀 タ リ.共 他 岡本33)ハ 「モル モ ツ ト」及 ビ 白 鼠 ハ摘 出 子 宮 ニ於 テ モ家 兎

子 宮 ニ於 ケ ル ト同様 ニ中等 量 ハ「ア トロピ ン」ハ興 奮 的 ニ,大 量 ハ 麻 痺 的 ニ作 用 ス ル ヲ認 メ タ リ.然 ル ニ杉

本30)ハ 「モ ル モ ツ ト」摘 出 子 宮 ニ於 テ 「ア トロピ ン」ハ 大 量 ニテ モ子 宮 運 動 ノ麻 痺 ヲ來 タ ス コ トナ シ ト報 告 セ

リ.

以上ノ如ク家兎生體子宮ニ對 ち 「アトロピン」ハ無作用ナルカ或ハ抑制的ニ作用 シ,之 ニ反

シ家兎,犬,猫,「 モルモツ ト」及 ビ白鼠等 ノ摘出子宮 ニ對 シテハ,其 ハ少量乃至中等量 ハ多ク
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ハ興 奮的 ニ,大 量 ハ主 トシテ抑 制的 ニ作用 スルモ ノノ如 シ.人 類 子宮 ニ對 スル本物質 ノ作 用 ヲ

研究 シタルモ ノハ未 ダ之アル ヲ知 ラズ.

余 ハ實驗ニヨレバ,人 類子宮條片ニ對シ「アトロピン」0.0002-0.0003%ノ 如 キ少量バ全然 無作用ナルヲ

普遍 トスレドモ.時 トシテ緊張下降 シ,運 動僅ニ滅弱シテ抑制作用 ヲ呈 シタルモハア リ.又 稀ニハ運動振

幅ヲ増大 シテ輕度ハ興奮作用ヲ現ハシタルモノアリ.斯 カル抑制又ハ興奮症状ハ 暫時ニシテ消失 シ多クハ

舊態ニ復セリ.「ア トロピン」0.001-0.005%ニ テ モ多クハ無作用ナレドテ時 トシテ初期ニ輕度 ノ抑制ヲ示

シタル後 漸次緊張上昇 シ正常以上ニ達 シ,興 奮作用ヲ現 ハシタルモハアリ.「アトロピン」 ハ濃度ヲ高メ

0.01-0.02%ニ 至 レバ多 クハ場合無作用ナルモ屡々輕度 ハ抑制作用 ヲ呈 シ,緊 張下降 シ,自 働運動減弱シ,

數分乃至十數分 ニテ多 クハ正常ニ復シ,又 稀ニハ却テ興奮作用ヲ呈 シ,運 動ニハ殆 ド影響ナキモ緊張ノ稍

々上昇セシモハア リ.

「アトロピン」0.04-0.05%ニ テハ多クハ抑制作用ヲ呈 シ,緊 張稍々著明ニ下降シ,運 動減弱シ,時 トシテ

ハ停止セリ.斯 カル抑制ヲ呈 セルモハハ十數分間ヲ經過スレバ多クハ自然ニ運動ヲ恢復シ,正 常ハ基底線

ヨリモ僅 カニ低キ程度ニ於テ一定 ハ緊張ヲ保ツヲ普通 トシ,又 鹽化「バリウム」0.003%ヲ 與 フレバ直ニ緊

張上昇セリ.然 レドモ 之等ハ濃度ニテ 稀ニ一過性抑制ニ次デ興奮ヲ現ハシタルモハアリ.「 アトロピン」

0.3%ハ 如 キ.大量ニテハ抑制作用顯著ニシテ緊張著 シク下降シ,自 働蓮動靜止スルヲ普通 トシ,斯 カル抑制

ヲ示シテ數十分ノ後ハ之ニ「バ リウム」0.1%ヲ 與 フルモ毫モ與奮ヲ示スコトナシ.

以 上 ノ成 績 ニ ヨレバ,「 ア トロ ピン」ハ人類子宮條片 ニ對 シ,比 較 的大量(0.01-0.02%)以 下

ニテハ無作用 ナル ヲ通例 トスレ ドモ,時 トシテ輕度 ノ一時的抑制 又ハ興奮 ヲ示 スコ トア リ.稍

々大量(0.04-0.05%)ニ テ ハ多 クハ抑 制作用 テ呈 ス レドモ,自 然 ニ運 動 ヲ恢復 スル ヲ常 トシ,

甚 ダ大 量(0.3%)ニ テハ常 ニ抑制 的 ニ作用 シ,遂 ニ筋 ハ麻痺 ヲ招來 ス.

哺 乳動物子宮 ニ對 シ,「 ア トロ ピン」ハ中等量乃 至稍 々大 量ハ催進作 用 ヲ呈 スル コ ト屡 々ナ レ

ドモ,人 類 ノ夫 ニア リテハ寧 ロ抑 制的傾向 ヲ示 スコ ト多 キハ兩 巷 ハ稍 々趣 テ異 ニセル點 ナ リ.

「ア トロピン」 ハ少 量(0.0002-0.0003%)ハ 單 獨 ニテハ無作用 ナルモ 「ピロカル ピン」又 ハ

「アセチール ヒヨ リン」ノ如 キ副交 感神經 毒 ニ因 ル興奮 作用 ヲ完 全ニ抑制 シ,又 少量 ノ 「ア トロ

ピン」 ニテ前處 置 シタル後 ハ夫等 ノ物質 ハ興奮作用 ヲ發揮 スル コ トナキ コ トハ巳 ニ 「ピロカル

ピ ン」及 ビ「ア セチール ヒヨリン」ノ條下 ニ述べ タ リ.又 「ア ドレナ リン」ニヨル交 感神經刺戟

作用 ハ「ア トロ ピン」ノ比較 的大 量 ニテ完 全 ニ拮抗 セラルル コ トハ「ア ドレナ リン」ノ條下 ニ於 テ

詳述 セ リ.故 ニ「ア トロ ピン」ハ人類 子宮 ニ於 テモ少量 ニテ副交 感神經,稍 々大量 ニテ交 感神經

催進纎維 ノ末端 ヲ麻痺 スル作用 ア リ.

IV.總 括 及 ビ考察

1.人 類子宮筋質ニ於テ,何 レノ部分ヨリ,又 如何ナル方向ニ條片 ヲ採 リテ檢 スルモ, Mag

nus氏 法 ニヨリテ能ク周期的自働運動 ヲ發現ス.組 織學上子宮筋層 ニ於ケル神經節細胞 ノ存否

ニ就テハ諸説一決 セズ ト雖 モ,摘 出子宮條片 ニ就テ之ヲ檢 スレバ規則正 シキ周期的自働運動 ヲ
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營爲 シ,恰 モ腸管ニ於 ケル夫 ト酷 以シ,筋 組織内ニ自働運動装置ノ存在 えルヲ信ぜシム.

2.一 般 ニ體 部條片 ハ頸部ノ夫 レヨリモ運動甚 ダシク旺盛ナ リ.體 部各筋層ニ於ケル條片ノ

方向ノ差異ハ夫等 ノ運動強度 ニ一定 ノ差異ヲ示 セドモ,頸 部ニ於ケル夫 レノ如 ク顯著ナラズ.

此 事實 ハ人類子宮筋纎維 ハ哺 乳動物 ノ夫 レト趣 ラ異ニシ,甚 ダシク紛糾錯綜 シテ有 ラユル方向

ニ走 リ,各 筋層 毎ニ整然タル配列ヲナセルモノニ非ザルモ,頸 部二於 テハ3層 ハ筋纎維 ノ方向

比較的一定 セルテ示 スモノニシテ,是 レ組織 學 上ノ所見 卜全然一致セリ.

連續條片 ニ於ケル體部及 ビ頸部兩部分ノ周期的自働運動ハ時間的ニ相一致 シ,且 曲線脚長ノ

變化モ兩者旧一致 セルモ,分 岐條片ニ於ケル縦走及 ビ横走條片 ノ運動ノ相互關係 ハ必ズ シモ然

ラズ.

3.癌 腫 ノ極初期ニ於テ殊 ニ病變 ノ子宮腟部ニ限局 セルモハニアリテハ體部筋層條片ハ能ク

整調活溌ナル自働運動ヲ營 メドモ,癌 性變化ハ容易 ニ近隣子宮條片ノ自働運動 ヲ障碍 ス.之 レ

ニ反 シ筋腫 ハ近隣 ノ子宮條片ノ自働運動ニ認 メ得べキ障碍 ヲ及ボサズ.之 等 ノ事實ハ兩種腫瘍

ノ病理組織的性状ラ異ニセルヲ如實ニ語ルモノナ リ.

4. 26-54歳 間ノ年齢 ノ差異ハ子宮條片自働運動ノ強度,數 及 ビ整調度 ニ認 メ得ベキ差異ヲ

示サザ レドモ,經 産子官ハ未産 ノ夫 レヨリモ概 シテ運動弘盛ナ リ.之 ハ妊娠及 ビ分娩 ニヨリテ

子宮筋質 ガ一層 ノ發達テ遂グルニ因ルモノナルベシ.

5,「 ア ドレナ リン」ハ人類摘出子宮 ニ對 シ,少 量(鹽 酸鹽0.00003-0.00005%)ハ 常 ニ運動

催進的ニ作用 シ,中 等量(0.0001-0.001%)モ 多クハ催進的ナレドモ,屡 々又初期興奮後又ハ

直チニ抑制的ニ作用 シ,大 量(0.003-0.005%)ハ 一過性興奮後 又ハ直チニ抑制的ニ作用 ス.「ア

ドレナ リン」ノ中等量ハ催進及 ビ抑制 ノ兩作用ヲ呈 シ,加 之 「アドレナ リン」ノ興 奮作用 ハ大量

ノ「ア トロピン」又ハ「エルゴタミン」ニヨリテ抑制 セラレ,又 夫等物質 ニテ前處置 シタル子宮ニ

於テハ「アドレナ リン」ノ催進作用ハ常ニ逆轉 セラル.由 之觀之,人 類子宮 ニ於ケル交感神經ニ

ハ催進 及 ビ抑制 兩種纎維 ノ存 在スル コ ト明 カナ リ.大 量 ノ 「ア ドレナ リン」 ニヨル抑制 作用 ハ

「ア ドレナ リン」固 有 ノ作用 ニ非 ズ シテ,夫 レニ附加 セラ レタル「クロ レトー ン」ノ筋麻痺作用 ニ

起因 スルモ ノナ リ.

Kehrer2), Rubsamen u. Kligermann3), Lieb4), Flury5)等 ハ人類摘 出子宮 ニ對 シ「ア ドレナ

リン」 ハ單 ニ運動 催進作用 アルヲ報 告 シ,尚 ホ又子宮紳經司配 ニ就 テ成 書 ニ記 サ レタル ヲ觀 ル

モ,交 感神經 ハ人類子宮 ニア リテハ運動 催進 神經 ナリ ト信 ゼラル ガ如 キモ,本 實驗 ニ ヨ リテ,

人 類子宮 ニ分布 セル交 感神經 ニハ催進及 ビ抑 制 ノ兩纎維 ノ存在 セル コ トラ立 證 シ得 タ リ.

6.「 ピロカル ピン」ハ人類摘 出子宮 ニ對 シ.少 量乃至中等 量(鹽 酸鹽0.0005-0.03%)ハ 運 動

催進作用 ヲ呈 シ,之 レニ反 シ,大 量(0.1-0.3%)ハ 抑 制作用 ヲ現 ハス.本 物質 ノ興奮作用 ハ副交

感神經末端 ノ刺戟 ニ因 スル コ トハ他種臟器 ニ於 ケル ト毫 モ異ル所 ナ シ.而 シテ其 ハ大量 ニ ヨル

抑 制 ノ際 ニハ筋肉 ノ特 ニ侵 サルル コ トナク,時 間 ノ經 過 卜共 ニ自然 ニ恢 復 スル コ ト,加 之 「ア
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トロ ピ ン」(0.02%)ノ 作 用 後 ニハ本 物質 ハ比較 的少量 ニテモ常 ニ抑 制作用 ヲ發揮 スル等 ノ點 ヨ

リ考 フ レバ,其 ノ侵 襲點 ハ交 感神 經抑 制纎 維 ニ在 ル ヲ知 ル.

人類 子宮 ニ於 ケル副交感神經 ハ成書 ニ據 レバ專 ラ運動抑 制 ヲ掌 ルモ ノラ リ ト一般 ニ信 ぜ ラル

ル ガ如 キモ,此 「ピロカル ピン」ノ作用 法 ヨリ觀 レバ該神經 ハ主 トシテ運動催進作用 ラ有 スルモ

ハ ト推 論 セラ レ,其 ノ状諸種動物 ノ子宮 ニ於 ケル ト全 ク一致 スル テ觀 ル.

7.「 ア セチール ビヨリ ン」ハ少量乃 至中等 量(鹽 酸鹽0.001-0.1%)ハ 副 交感神經 ヲ刺戟 シ

テ運動 催進作用 ヲ現 ハ シ,大 量 ハ筋 自己テ侵襲 シテ,初 メ之 レヲ刺戟 シ,後 麻痺 セシム.即 チ

本物質 ガ大 量 ニテモ交感神經作用 ヲ呈 セズ シテ,筋 肉 自己ヲ侵襲 スル ハ「ピロカル ピン」ト甚 ダ

趣 ヲ異 ニスル點 ナ リ.

8.「 フ イゾスチグ ミン」ハ少量(「 ザ リチール」酸鹽0.0001%)ヨ リ大 量(0.1%)ニ 至 ル迄常

ニ催進作用 ヲ呈 ス.少 量 ニヨル興 奮作用 ハ「ア トロピン」ニ ヨリテ僅 カニ抑 制的傾向 ヲ示 スモ大

量 ニ ヨル興 奮ハ「ア トロ ピン」ニヨ リテ毫 モ抑制 セラ レズ.即 チ「フ イゾスチグ ミン」ノ催 進作用

ハ主 トシテ筋 自己 ノ刺戟 ニ因 シ,一 部副交 感神經 刺戟 ニヨルモ ノナ ラン ト考 ヘ ラルル モ,後 者

ハ確實 ニ之 ヲ證 明 スル コ ト能 ハズ.

9.「 ア トロ ピン」ハ人類摘出子宮 ニ對 シ,少 量(硫 酸鹽0.0002%)ヨ リ比較的 大量(0.02%)

ニ至 ル迄全然 無作用 ナル ヲ普通 トス レドモ,時 トシテ輕度 ノ一時的抑制 又ハ興 奮 ヲ惹 起 スル コ

トア リ.大 量(0.04-0.05%)ニ テ ハ多 クハ抑制 作用 ヲ呈 シ,甚 ダ大量(0.3%)ニ テ ハ終 ニ全 ク

筋 肉 ノ麻痺 ヲ招來 ス.斯 ク ノ如 ク「ア トロ ピン」ハ人類摘 出子宮 ニ於 テモ單獨 ニテハ特殊 ノ作用

ヲ現 ハサザル モ,少 量(0.0003%)ヲ 「ピロカル ピン」又 ハ 「アセチール ヒ ヨリン」 ト併 用 シテ副

交 感神經末端麻痺作用 ノアル コ ト,又 比較 的大量(002%)ヲ 「ア ドレナ リン」 ト併用 シテ 交 感

神經催進纎維麻痺 作用 ヲ有 スル コ トヲ間接 ニ證 明 シ得 タ リ.

V.結 論

1.人 類子宮筋質ハ何 レノ部分ヨリ採 リタル條片モMagnus氏 法ニヨリテ規則正シキ周期的

自働運動ヲ發現 ス.體 部條片ハ頸部ノ夫 レヨリモ運動遙カニ旺盛ナ リ.又 各筋層 ニ於 ケル種々

ノ方向ノ條片ノ自働運動 ノ強弱ハ筋纎維排列ノ組織學的所見 ト全ク一致ス.又 體部 ト頸部 トノ

運動ハ相一致 シテ現ハル.

2.癌 腫ハ隣接子宮條片 ノ自働運動ヲ著 シク侵害 シ,筋 腫 ハ其ノ害的作用甚ダ少 シ. 26-54

歳間 ノ年齡ノ差異ハ子宮條片自働運動ニ認 メ得べキ差異ヲ呈 セズ.經 産子宮條片ハ未産 ノ夫 レ

ヨリモ自働運動旺盛ナ リ.

3,「 ア ドレナリン」ハ子宮條片ニ對 シ,催 進抑制兩様 ノ作用 ヲ呈 ス.從 ツテ人類子宮 ニ於ケ

ル交感神經 ハ催進及 ビ抑制兩纎維 ヲ有スルモノナルコ トヲ立證 シ得 タリ.

4.「 ピロカルピン」ハ子宮條片ニ對 シ中等量以下ハ常ニ催進作用ヲ呈 ス.仍 テ人類子宮 ノ副
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交感神經 ハ運動 催進 神經 ナル コ ト明 カナ リ.尚 ホ「ピロカル ピン」ハ副 交感神經毒 ナル ノ ミナ ラ

ズ,大 量 ニテハ交感神經抑制纎維 ヲ刺戟 スル作用 ヲモ有 ス.

5.「 ア セチー ル ヒヨ リン」ハ子 宮條片 ニ對 シ,副 交感神經 ヲ刺戟 シテ催進作用 ヲ呈 スル ノ他,

大 量 ハ筋 自己 ヲ侵 襲 シテ刺戟 ニ次 デ麻痺 ヲ來 タス.

6.「 フ イゾ スチグ ミン」ハ子宮條片 ニ對 シ常 ニ催進的 ニ作用 シ,其 ノ侵 襲點 ハ主 トシテ筋 自

己 ニ在 リ.

7.「 ア トロピ ン」ハ少量 ニテ副 交感神經末端 ヲ麻痺 シ,稍 々大量 ハ交感神經 催進纎 維 ヲ麻 痺

シ,甚 グ大量 ハ筋 自己 ラ麻痺 ス.

擱筆スルニ當 リ懇篤ナル指導 ト校閲 トニ對シ恩師奥島教授ニ深謝シ,併 セテ本研究 ニ際シ貴重ナル多

數ノ材料 ト有益ナル助言 トヲ賜ハ リシ安藤教授ニ満腔ハ謝意ヲ表ス.(5. 11. 1.受 稿)
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Although the innervation of the female genital organs of the various kinds of 

animals, and the reactions of those organs to the drugs, are fairly well understood, the 

questions as to the innervation and pharmacological reactions of the human reproductive 
organs are however but partly solved. The present investigations have been made for 

the purpose of throwing some light on those problems, and the following conclusions 

were reached in the research on the human uterus.

1. The strip of the human uterus musculature manifests rhythmical automatism by 

means of the Magnus' method, regardless of the portion and direction of the strip 

towards the uterus itself. The automatism of the strip out of the corpus uteri is more 

active than that of the strip from the cervix uteri. The intensity of the automatism of 

the strips of the different muscular layers and of the different directions coincides with 

the histological view as to the arrangement of the muscular fibres in the human uterus.

2. Carcinoma hampers the automatism of the strip taken out of the adjacent por

tion of the tumor, while myoma does not interfere with it. The difference in the ages of 

patients between 26 and 54 years has no influence upon the automatism of the uterus 
strip. The strip of a multiparaous uterus is more vigorous than that of a nulliparaous 

uterus in its automatism.

3. Adrenalin manifests both pressing and depressing effects on the human uterus, 

so it is clearly seen that the sympathetic nerve in the human uterus is provided with 

both kinds of fibres, pressing and depressing.

4. Pilocarpin shows stimulating action on the uterus in low or moderate concentra

tion. Owing to this fact it may be said that the parasympathetic nerve in the human 

uterus is pressor in its nature. Pilocarpin in high concentration produces stimulating 

action on the depressor of the sympathetic nerve of the uterus.
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5. Acethylcholin exerts pressing action on the strip of the uterus by stimulating 

the parasympathetic nerve, but its highly concentrated solution produces stimulation on 

the muscle, followed by paralysis.

6. Physostigmin causes the contraction of the uterus owing chiefly to the stimula

tion of the muscle itself.

7. Atropin in low concentration paralizes the periphery of the parasympathetic 

nerve, while a moderately concentrated solution paralizes selectively the pressing fibres 

of the sympathetic nerve, and a highly concentrated solution causes the paralysis of 

the muscle.
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